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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
八
幡
神
社
の
諸
般
に
つ
き
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
種
々
ご

高
配
に
あ
ず
か
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の
遷せ

ん
ぎ
ょ御

の
儀
が

い
よ
い
よ
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
天
皇
陛
下
が
御ご

じ
じ
ょ
う

治
定
に
な

ら
れ
た
平
成
十
七
年
五
月
二
日
の
山
口
祭
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
遷
宮
の
諸
祭
は
昨
年
ま
で
す
で
に
十
七
回
に
も
お
よ

び
、
す
べ
て
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
遷

宮
の
完
遂
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、本
年
の
干
支
は
癸

み
ず
の
と
み巳
歳
と
な
り
ま
す
。本
年
は
様
々

な
事
が
巳
（
実
）
を
結
び
、
新
た
な
目
標
へ
向
か
っ
て
一

致
団
結
し
て
邁
進
を
始
め
る
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
蛇
（
巳
）
は
古
く
か
ら
神
の
使
い
と
さ
れ
、
神
か

ら
の
お
告
げ
を
届
け
た
り
、
家
を
守
り
そ
こ
に
住
む
人
々

に
幸
福
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
縁
結
び
や

子
宝
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
年
に
一
度
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
よ
り
御
神
威
の

若
返
り
が
図
ら
れ
、
日
本
全
体
の
再
生
が
期
待
さ
れ
る
こ

の
年
、
皆
様
の
も
と
に
使
い
の
蛇
が
現
れ
、
永
遠
の
発
展

を
願
い
た
く
さ
ん
の
縁
が
運
ば
れ
、
多
く
の
幸
福
を
も
た

ら
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
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八幡神社御鎮座壹千年奉祝祭実行委員会

奉祝記念事業収支決算報告書
平成 22 年 4 月 1 日～平成 24 年 8 月 31 日

収　　入

科　　目  金　　額 備　　考

1 奉賛金（玉垣親柱）  8,055,000 40 件

2 奉賛金（玉垣子柱）  14,135,000 140 件

3 奉賛金  8,625,000 210 件

4 雑収入  2,462 預金利息他

合　　計  30,817,462 

支　　出

科　　目  金　　額 備　　考

1 玉垣工事費  13,000,000 

2 記念碑建立工事費  5,250,000 

3 神社改修費  7,180,483 改修工事 ･ 調度品新調他

4 奉祝大祭諸経費  3,300,619 奉祝記念事業費 ･ 記念品 ･ 袢纏他

5 印刷通信費  633,365 趣意書印刷 ･ 切手他

6 会議費  683,880 委員会 6 回 ･ 説明会開催他

7 事務費  99,396 事務費 ･ 用紙代等

8 奉納金  161,791 

9 奉告参拝補助  478,104 石清水八幡宮奉告参拝補助

10 雑費  29,824 振込手数料他

合　　計  30,817,462 

平成 24 年 9 月 1 日、上記の通りご報告申し上げます。
　　                                                 委 員 長　　曲　谷　健　一　㊞

平成 24 年 9 月 7 日、監査の結果相違ないことを認めます。
　　　　　　　　　　　　　　　 会計監査　　坂　田　秀一郎　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 仝 　　　松　坂　　　洋　㊞

御
鎮
座
壹
千
年

　
　
記
念
事
業
終
了
の
ご
挨
拶

八
幡
神
社
御
鎮
座
壹
千
年
奉
祝
記
念
事
業

執
行
に
際
し
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
の
男
坂
玉
垣
修
復
工
事
を

嚆
矢
と
し
て
社
殿
お
よ
び
社
務
所
修
繕
・

調
度
品
新
調
・
奉
祝
大
祭
斎
行
・
奉
祝
記

念
碑
建
立
・
石
清
水
八
幡
宮
奉
告
参
拝
等

の
当
初
よ
り
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
記
念

事
業
を
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
こ
に
奉
祝
記
念
事
業
収
支
決
算
を
ご
報

告
申
し
上
げ
、
こ
の
度
の
記
念
事
業
の
終

了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
隆

昌
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼

の
ご
挨
拶
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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宮　

司　

多　

田　

光　

武

前　厄 本　厄 後　厄

男

　
　
　

性

２４才（午） ２５才（巳） ２６才（辰）
平成  ２ 年生 平成  元 年生 昭和６３年生
４１才（丑） ４２才（子） ４３才（亥）
昭和４８年生 昭和４７年生 昭和４６年生
６０才（午） ６１才（巳） ６２才（辰）
昭和２９年生 昭和２８年生 昭和２７年生

女　　
　

性

１８才（子） １９才（亥） ２０才（戌）
平成

 
８

 

年生 平成

 
７

 

年生 平成

 
６

 

年生

３２才（戌） ３３才（酉） ３４才（申）
昭和５７年生 昭和５６年生 昭和５５年生
３６才（午） ３７才（巳） ３８才（辰）
昭和５３年生 昭和５２年生 昭和５１年生

　　　　　　　　　　　　　　　 ※年齢は数え年です

平
成
二
十
五
年
の
厄
年

「
厄
」
に
は
、
木
の
ふ
し
め
の
意
味
が
あ
り
古

来
よ
り
人
生
の
節
目
を
『
厄
年
』
と
し
て
忌

み
慎
む
な
ら
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
厄
年
と

は
、
災
難
や
障
り
が
身
に
降
り
か
か
り
や
す
い

年
の
こ
と
で
す
。
厄
年
老
迎
え
る
と
、
神
さ
ま

の
御
加
護
を
い
た
だ
い
て
災
厄
が
身
に
振
り
か

か
ら
な
い
よ
う
、
神
社
に
お
参
り
し
て
厄
祓
を

し
ま
す
。
男
性
は
、
二
十
五
才
・
四
十
二
才
・

六
十
一
才
、
女
性
は
十
九
才
・
三
十
三
才
・

三
十
七
才
が
厄
年
に
あ
た
り
、
そ
の
前
後
を
前

厄
・
後
厄
と
い
い
ま
す
。
中
で
も
、
男
性
の

四
十
二
才
は
「
死
に
」、
女
性
の
三
十
三
才
は

「
散
々
」
に
通
ず
る
と
い
う
語
呂
あ
わ
せ
か
ら
、

大
厄
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
四
十
二
才
、
六
十
一
才
と
い

う
年
齢
は
、
社
会
に
お
け
る
重
要
な
年
回
り
と

さ
れ
、
神
事
に
お
い
て
も
重
要
な
立
場
に
当
た

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、厄
年
の
「
や
く
」
と
は
、

神
祭
り
を
行
う
神
役
の
「
役
」
の
こ
と
で
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
を
担
う
に
あ

た
っ
て
神
さ
ま
に
失
礼
の
な
い
よ
う
に
、
飲
食

や
行
為
を
慎
み
心
身
を
清
浄
に
す
る
た
め
に
ご

祈
祷
を
受
け
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
厄
年
に
当
た
る
年
は
肉
体

的
・
社
会
的
な
節
目
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
心
の
準
備
を
し
て
そ
の
一
年
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。



今
年
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
社
殿
他
御
装
束

神
宝
に
至
る
す
べ
て
を
新
た
に
し
、
ま

た
出
雲
大
社
で
は
社
殿
に
大
規
模
な
改

修
を
施
し
、
御
神
体
に
新
し
い
社
殿
に

お
遷
り
い
た
だ
き
、
御
神
威
の
更
な
る

発
揚
を
期
す
る
大
切
な
お
祭
り
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
伊
勢
の
神
宮
で
は
二
十

年
毎
、
出
雲
大
社
で
は
六
十
年
毎
の
式
年

に
遷
宮
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
我
が
国
の
成
り
立
ち
に
最
も
重
要

な
関
わ
り
を
持
つ
こ
の
二
つ
の
神
社
で

遷
宮
が
行
わ
れ
る
特
別
な
年
と
な
り
ま

し
た
。

日
本
の
人
々
は
古
来
よ
り
常

に
若
々
し
い
生
命
の
輝
き
を

求
め
、
永
遠
の
発
展
を
祈
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
〝
こ
こ

ろ
〟
を
守
り
伝
え
る
手
段
と

し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る

の
が
式
年
遷
宮
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
出
雲
大
社
に
つ
い

て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
雲
大
社
は
神
話
の
国
と
し
て
知
ら
れ

る
島
根
県
出
雲
市
に
鎮
座
し
、
明
治
四

年
ま
で
は
杵き
づ
き
お
お
や
し
ろ

築
大
社
と
称
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
正
式
に
は
「
い
ず
も
お
お
や
し

ろ
」
と
云
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
「
い

ず
も
た
い
し
ゃ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

御
祭
神
は
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

國
主
大
神
で
す
。
大
國
主
大

神
は
『
因い
な
ば幡
の
白し

ろ
う
さ
ぎ兎
』
の
神
話
で
有
名

で
、
大
黒
さ
ま
と
い
う
呼
び
名
で
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
縁
結
び
の
神
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
男
女
の

縁
の
み
な
ら
ず
、
人
々
が
幸
福
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を

結
ぶ
〝
む
す
び
の
神
〟
で
す
。
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊

の
子
孫
で
、
大お
お
く
に
た
ま
の
お
お
か
み

國
魂
大
神
・
大お

お
も
の
ぬ
し
の
か
み

物
主
神
・

幽か
く
り
ご
と
し
ろ
し
め
す
お
お
か
み

冥
主
宰
大
神
な
ど
多
く
の
神
名
を
有

す
る
神
で
す
。

大
國
主
大
神
は
葦
あ
し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国（
日
本
の
国
土
）

の
国
造
り
を
成
し
遂
げ
ま
す
が
、
高た
か
ま
の
は
ら

天
原

（
天
上
の
神
々
の
国
）
を
治
め
て
い
た

天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
は
「
葦
原
中
国
は
我
が
子
が

統
治
す
べ
き
」
と
、
数
々
の
使
者
を
遣
わ

し
、
終
に
は
大
國
主
大
神
が
和わ
じ
ょ
う譲

の
御
神

徳
で
国
譲
り
（
国
土
奉
還
）
を
承
諾
し
ま

す
。
天
照
大
御
神
は
天
あ
ま
の
ひ
す
み
の
み
や

日
隅
宮
を
建
立
し
、

大
國
主
大
神
が
そ
こ
に
お
鎮
ま
り
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
出
雲
大
社
創
建
の
由
来

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
現
在
に
至
る
ま

で
祭
祀
を
担
っ
て
い
る
の
は
天
照
大
御
神

の
子
天あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

穂
日
命
を
祖
と
す
る
出い

ず
も
こ
く
そ
う
け

雲
国
造
家

で
す
。

本
殿
は
「
天
下
無
双
の
大た
い
か廈

」
と
称
え
ら

れ
、
古
代
に
は
高
さ
96
㍍
、
中
世
に
は
48

㍍
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
も
の

は
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
建
て
ら
れ
、

高
さ
は
24
㍍
あ
り
ま
す
。
我
が
国
最
古
の

神
社
建
築
様
式
の
一
つ
大
社
造
り
と
い
わ

れ
る
掘
建
柱
・
切き
り
づ
ま
つ
ま
い
り

妻
妻
入
の
様
式
で
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
遷
宮
は
現
在
の
社
殿
造
営
後
三
度

目
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
年
四
月
に
仮

殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
、
大
屋
根
を
中
心

に
修
造
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事

前
調
査
に
よ
り
先
人
の
技
や
工
夫
が
明
ら

か
と
な
り
、
銅
板
部
分
に
は
「
ち
ゃ
ん
塗

り
」
と
い
う
特
殊
な
塗
装
で
百
三
十
年
前

の
姿
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
百
八
十
坪
に

も
及
ぶ
屋
根
は
檜ひ
わ
だ皮
で
葺
か
れ
、
そ
の
厚

さ
は
通
常
の
1.5
倍
に
も
な
り
ま
す
。
本
年

五
月
十
日
、
本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
し
、
大

神
に
こ
の
本
殿
に
お
遷
り
お
鎮
ま
り
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
國
主
大
神
の
ま
す
ま
す
の
御
神
威
で
皆

様
方
に
多
く
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

二
十
一
世
紀
の
始
ま
り

ギ
リ
シ
ャ
が
ユ
ー
ロ
導
入

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
就
任

大
阪
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開
園

小
泉
純
一
郎
第
八
十
七
代
首
相
就
任

池
田
小
事
件

歌
舞
伎
町
ビ
ル
火
災

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

米
同
時
多
発
テ
ロ

米
軍
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

愛
子
内
親
王
殿
下
誕
生

平
成
元
年・昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）

昭
和
天
皇
崩
御

平
成
に
改
元

露
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤
退

手
塚
治
虫
死
去

昭
和
天
皇
大
喪
の
礼

横
浜
博
覧
会
開
催

消
費
税
施
行
（
３
％
）

松
下
幸
之
助
死
去

北
京
で
天
安
門
事
件

美
空
ひ
ば
り
死
去

千
代
の
富
士
が
九
五
六
勝
の
最
多
勝
樹
立

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通

ソ
ニ
ー
が
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
映
画
買
収

三
菱
地
所
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
買
収

坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

東
証
大
納
会
で
史
上
最
高
値
記
録

【
誕
生
】
香
川
真
司
・
西
野
か
な
・
井
岡

一
翔

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

青
酸
コ
ー
ラ
無
差
別
殺
人
事
件

ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
就
任

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
発
足

津
地
鎮
祭
訴
訟
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決

王
貞
治
七
五
六
号
の
世
界
記
録
達
成

国
民
栄
誉
賞
創
設
（
第
一
号
は
王
貞
治
）

ダ
ッ
カ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
発
生

白
黒
テ
レ
ビ
放
送
廃
止

【
誕
生
】
松
岡
昌
宏
・
中
田
英
寿
・
佐
藤

琢
磨
・
香
取
慎
吾
・
劇
団
ひ
と
り
・
猫
ひ

ろ
し
・
菅
野
美
穂
・
氷
川
き
よ
し
・
安
室

奈
美
恵

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

米
軍
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
開
始

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
観
測
開
始

ソ
連
宇
宙
飛
行
士
人
類
初
の
宇
宙
遊
泳

初
の
国
産
旅
客
機
YS
―
11
が
就
航

日
韓
基
本
条
約
締
結

F1
メ
キ
シ
コ
GP
で
ホ
ン
ダ
が
初
優
勝

秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
誕
生

【
誕
生
】
勝
俣
州
和
・
前
田
亘
輝
・
吉
田

美
和
・
草
刈
民
代
・
奥
田
民
生
・
太
田
光
・

沢
口
靖
子
・
尾
崎
豊

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

日
本
初
の
テ
レ
ビ
本
放
送
が
東
京
で
開
始

バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散

英
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
戴
冠

エ
ベ
レ
ス
ト
人
類
初
登
頂

朝
鮮
戦
争
休
戦
成
立

【
誕
生
】
宗
茂
・
宋
猛
・
テ
レ
サ 

テ
ン
・

山
下
達
郎
・
喜
多
郎
・
中
嶋
悟
・
ジ
ー
コ
・

関
根
勤
・
小
林
よ
し
の
り
・
松
平
健

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

日
ソ
中
立
条
約
成
立

東
京
港
開
港

戦
艦
ビ
ス
マ
ル
ク
沈
没

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
設
立

米
国
石
油
対
日
輸
出
全
面
禁
止
発
表

極
東
米
軍
創
設（
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）

東
条
英
機
内
閣
発
足

ハ
ル
・
ノ
ー
ト

真
珠
湾
攻
撃
で
大
東
亜
戦
争
開
戦

【
誕
生
】
岩
下
志
麻
・
植
村
直
己
・
徳
光

和
夫
・
小
林
克
也
・
イ
ビ
チ
ャ 

オ
シ
ム
・

萩
本
欽
一
・
石
坂
浩
二
・
倍
賞
千
恵
子
・

坂
本
九
・
渡
哲
也

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

ソ
連
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
体
制
完
成

日
本
「
戦
争
抛
棄
ニ
関
ス
ル
条
約
」
批
准

嘆
き
の
壁
事
件
勃
発

ブ
ラ
ッ
ク
・
サ
ー
ズ
デ
ー
（
世
界
恐
慌
）

東
京
駅
八
重
洲
口
開
設

【
誕
生
】
グ
ラ
ハ
ム 

ヒ
ル
・
五
社
英
雄
・

若
山
富
三
郎
・
ア
ー
ノ
ル
ド 

パ
ー
マ
ー
・

サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
・
向
田
邦
子

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

第
一
次
大
戦
日
本
艦
隊
欧
州
派
遣
を
決
定

ロ
シ
ア
革
命

張
勲
復
辟

【
誕
生
】
澤
村
榮
治
・
山
田
五
十
鈴
・
シ

ド
ニ
ィ 

シ
ェ
ル
ダ
ン
・
松
野
頼
三
・
ジ
ョ

ン 

Ｆ 

ケ
ネ
デ
ィ

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

日
露
戦
争
旅
順
開
城

夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
連
載
開
始

日
露
戦
争
日
本
海
海
戦

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
特
殊
相
対
性
理
論
発
表

日
露
戦
争
日
本
が
樺
太
占
領

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
開
通

【
誕
生
】
福
田
赳
夫
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ

オ
ー
ル
・
水
谷
八
重
子
（
初
代
）・
ハ
ワ
ー

ド 

ヒ
ュ
ー
ズ

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

ハ
ワ
イ
王
国
滅
亡

デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
特
許
取
得

米
国
連
邦
最
高
裁
ト
マ
ト
を
野
菜
と
裁
定

御
木
本
幸
吉
が
真
珠
養
殖
に
成
功

【
誕
生
】
市
川
房
枝
・
毛
沢
東

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

パ
ナ
マ
運
河
起
工

ビ
リ
ー
・
ザ
・
キ
ッ
ド
射
殺

国
会
開
設
の
詔

Ｏ
Ｋ
牧
場
の
決
闘

【
誕
生
】
岩
波
茂
雄
・
魯
迅
・
ウ
ィ
リ
ア

ム 

ボ
ー
イ
ン
グ

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

東
京
奠
都

米
国
大
陸
横
断
鉄
道
開
通

東
京
招
魂
社
（
後
の
靖
國
神
社
）
創
建

ス
エ
ズ
運
河
開
通

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日

西
久
保
八
幡
通
信

発
行
者
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